
 

 

 

 

 

 

２９歳から市議会議員として４７年

間、地域をはじめ市民のみなさまには

大変長い間お世話になりました。これ

までのご支援に心から感謝申し上げ

ます。 

いま奥州市は、若い方々が子どもを

産み育てられる産婦人科や小児科の

充実、国民年金で入れる特別養護老

人ホームの増設などが求められてい

ます。 

私の引退後は、結婚されて夫の両

親と同居し、子育てしながら幼稚園教

諭として勤めてきた、佐藤美雪さんに

バトンタッチします。 

美雪さんは、働く母親として市民の

願いや思いがよくわかる人です。みな

さんの声を市政に届け、住み良い街を

つくる仕事に、ともに全力をあげる決

意です。私に倍するご支援・ご協力を

佐藤みゆきさんによろしくお願いいた

します。   

（奥州市議会議員 及川善男） 

★温室効果ガス排出ゼロのまちへ 

★若手就農育成支援 

★公共施設の利用料の負担軽減 
 

Profile 
1980年 12月 4日  水沢佐倉河に生まれる 

1999年 佐倉河小学校・水沢中学校を経て、専 

    修大学北上高校卒業 

2001年 盛岡大学短期大学部幼児教育科卒業 

2001年～２０１５年３月まで  

認定こども園あけぼの幼稚園勤務 

2018年～2０２１年１０月まで  

 認定こども園姉体幼稚園非常勤講師 

2021年 新日本婦人の会水沢支部・事務局長 

現在  医療を考えるパパママの会・共同代表 

趣味   歌・カラオケ・ダンス・演劇鑑賞 

家族    夫、1男、夫の両親 

★あらゆる分野に 

ジェンダーの視点を 

として 
働く世代 ★年金でも入れる特養ホームの整備 

介護保険料・利用料の軽減 
 

★方針決定の場への女性の登用促進 

★LGBTQ等マイノリティ差別解消  

～心理相談窓口設置～ 

★リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ 

の視点に立った行政を 

 

★子どもの貧困の救済、一人親家庭への支援 

★子どもの医療費無料化を拡充 

★学校給食費の無償化 

 

日本共産党の 

です。 

リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ 

性や子どもを産むことに関わるすべてにおい

て、身体的にも精神的にも社会的にも本人の

意思が尊重され、自分らしく生きる権利 
 

《12期 47年》 

超ベテラン市議会議員 

及川善男さんから 

 

 

母親 
として 

★産婦人科の復活など市民の願いに
応える市立病院の早期建設を 

女性 
として 

だれもが  安心して
子どもを産み  子育てできるまちに！



名前の由来 私が生まれた日の朝は初雪が舞い、辺り一面雪化粧し

た美しい景色に感動した両親が、その思いを「美雪」の

名前にこめたのだそうです。 

幼少期    両親が共働きのため、祖母・曾祖母にたっぷりの愛情 

を注いでもらい育ちました。 

母にすすめられたエレクトーンや、祖母が好きだった日本

舞踊などの習い事をしていました。 

小学校 6年   日本舞踊は、小学 6年生の時に名取に。 

陸上短距離 100ｍ走では水沢市で 1位になりました。 

体を動かすことが大好きでした。 

高校時代 女子サッカー部に所属し県選抜選手にも選ばれ、高校 

時代はのめり込むようにサッカーに打ち込んでいました。

社会人になってもサッカーを続け、幼稚園や保育園で、

子どもたちにサッカーを通して体を動かす楽しさを伝え

る活動に参加してきました。 

真っ黒に日焼けして 

サッカーに明け暮れ 

る日々！ 

日本舞踊の発表会 

２０１１年、東日本大震災の年に結婚。翌年、双子を妊娠。 

リスクのあるお産ということで北上市の中部病院に通院。ところが、妊娠中期になって双

子の 1人の心音が確認できなくなり、残念なことに 1人は産んであげることができません

でした。深い悲しみの中にありましたが、無事に育ったもう 1人の子（長男・現在小学校 2

年生）を 2013年 7月に出産しました。    

 この経験から、妊娠・出産は当たり前のことではないこと、妊婦は常に不安の中にいること

を思い知らされました。 

  

 

2０１８年、水沢病院の小児科休診が

発表され、この地域では、妊娠・出産だけ

でなく、子育てもできなくなるのではない

かと不安を感じた仲間と一緒に『医療を

考えるパパママの会』を結成。 

２０１９年２月に「医療を考えるシンポ

ジウム＆トークライブ」を開催、地域医療

のあり方について考え、行動を開始。私

のライフワークの起点になりました。 
「医療を考えるシンポジウム＆トークライブ」 

（パパママの会主催） 

いま、「憲法 9条」を変えよう

という、平和を脅かす動きが強まっ

ています。 

唯一の被爆国である日本は、国

連で採択された「核兵器禁止条

約」を批准していません。 

私は、戦争も核兵器もない“平

和 の実現にむけて全力を尽くす

決意です。 


